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（事業計画書様式１） 

１ 概要 

 

２ 指定管理者概要 

 構成団体Ａ 

団体名 公益財団法人横浜市緑の協会 

代表者名 理事長 上原 啓史 

所在地 神奈川県横浜市中区日本大通 58 

他に指定管理者に指定されてい

る公園（市内外問わず） 

三ツ沢公園（JV）、岸根公園、馬場花木園、横浜市こども植
物園・横浜市児童遊園地、俣野公園（JV）、俣野別邸庭園、
海の公園、長浜公園（JV）、富岡総合公園（JV）、野島公
園、よこはま動物園、野毛山動物園・野毛山公園、金沢動物
園・金沢自然公園 

構成団体Ｂ 

団体名 横浜市弓道協会 

代表者名 会長 竹内 敏文 

所在地 神奈川県横浜市保土ヶ谷区川辺町 3-1-Ｂ214 

他に指定管理者に指定されてい
る公園（市内外問わず） 

本郷ふじやま弓道場 

公園名 山手公園・元町公園・港の見える丘公園内の 2 公園施設・山手イタリア
山庭園（以下、「山手公園等」という。） 

所在地   ・山手公園：中区山手町 230 
・元町公園：中区元町 1 丁目 77-4 
・港の見える丘公園：中区山手町 114 
・山手イタリア山庭園：中区山手町 16 

公園面積、公園種別 ・山手公園：27,753 ㎡、近隣公園 
・元町公園：23,389 ㎡、近隣公園 
・港の見える丘公園：27,753 ㎡、近隣公園 
・山手イタリア山庭園：13,286 ㎡、近隣公園 

主な施設 ・山手公園：テニスコート、横浜山手テニス発祥記念館、山手公園管
理事務所（旧山手 68 番館）など 

・元町公園：エリスマン邸、ベーリック・ホール、山手234番館、弓道
場など 

・港の見える丘公園内の 2 公園施設：横浜市イギリス館、山手 111 番館 
・山手イタリア山庭園：外交官の家、ブラフ 18 番館 

特徴 ・横浜の歴史と共に人々の暮らしがあり、かつての横浜の面影が残る 
・西洋館群、山手公園など多くの歴史的資産が存在する街並み 
・文教地区でありながら約 100万人の観光客が訪れる特殊性 

公園開園日 山手公園：1870 年 6 月 4 日、元町公園：1930 年 6 月 1 日、 
イタリア山庭園：1998 年 6 月 25 日 

指定管理者名 横浜市緑の協会・横浜市弓道協会グループ 

代表者名 代表団体 公益財団法人横浜市緑の協会 理事長 上原啓史 

所在地 神奈川県横浜市中区日本大通 58 

指定管理期間 平成 31 年 4 月 1 日～平成 36 年 3 月 31 日まで（5 年間） 

現指定管理者管理運営開始日 平成 31 年 4 月 1 日 

他に指定管理者に指定されてい
る公園（市内外問わず） 

なし 
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（事業計画書様式２） 

１ 公園運営の全体的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本年度の基本的な管理運営方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 運営業務の実施方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「歴史ある横浜山手の丘で「保存」と「活用」を両立した「サスティナブルツーリズム」

の実現」をビジョン（目標による中期的な姿）として掲げ、その達成に向けた着実な管理

運営に取り組みます。 

横浜山手の丘は、横浜の歴史とともに人々の暮らしがあり、かつての横浜の面影を残

す西洋館群、山手公園など多くの歴史的資産が存在します。私たちは、これらを資産の

保存にとどまらず、その暮らしや文化、美しい街並みを含む横浜山手の歴史を保存する

とともに、今そこに暮らす人々の支持と協力のもと、新たな歴史を紡ぐために活用しま

す。そして、地域が一体となって、訪れる多くのお客様をお迎えする「サスティナブル

ツーリズム」（横浜山手の文化や環境に配慮し、お客様と地域の人々が相互に良い関係を

築く観光の手法）を実現します。 

 

指定管理者に求められる基本的役割を果たし、かつ上記ビジョンの実現のため、公園の特

性を踏まえた４つのミッション（果たすべき役割）に取り組みます。 

（基本的役割） 

①社会情勢の変化やそれに伴い公園に求められる役割の理解 

②公園の公平・公正な管理運営、安全・安心の確保、公共施設管理の基本的役割の担保 

③多様な主体との連携と民間ノウハウ活用による高品質なサービス・維持管理の実現 

（ミッション） 

①横浜山手の歴史を保存し、後世へつなぐ（歴史的資産の保存と活用） 

②歴史と文化・芸術を融合した横浜山手ならではの魅力と価値の創出 

③様々な人々が横浜山手の魅力にふれる、賑わいの創出と「おもてなし」 

④横浜山手の街並みを形成する緑の景観の保全と、花と緑の新たな魅力創出 

 

  

私たちが掲げる上記のミッションについて、実施方針を次のとおりとします。 

① 横浜山手の歴史を保存し、後世へつなぐ（歴史的資産の保存と活用） 

歴史的価値を保存する建物、調度品管理、調査・蓄積してきた歴史資料の保存と活

用、歴史を語り継ぐ多様なガイドの実施に取り組みます。 

② 歴史と文化・芸術を融合した横浜山手ならではの魅力と価値の創出 

 「花と器のハーモニー」、「ハロウィンウォーク」、「世界のクリスマス」の開催などによ

る文化・芸術の振興、テニス発祥の歴史とテニスの魅力、伝統武道である弓道の魅力の

発信等に取り組みます。 

③ 様々な人々が横浜山手の魅力にふれる、賑わいの創出と「おもてなし」 

  山手公園 150 周年をはじめ、各西洋館の歴史の節目を契機とする「周年イベント」に

よる賑わいの創出、西洋館ウエディングなど西洋館の魅力を活かした「おもてなし」の

実施等に取り組みます。 

④ 横浜山手の街並みを形成する緑の景観の保全と、花と緑の新たな魅力創出 

ローズウィークの開催など、バラの魅力を活かした新たな花と緑の魅力創出、西洋館

の特徴を活かしたテーマ性のある花壇づくり等に取り組みます。 
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４ 人員・組織体制 

(1) 組織体制  

・代表統括責任者のもと、各スタッフが専門性を活かせる機能的な公園の管理体制を整え

ます。 

・構成団体Ａの本部は、専門・技術的指導と業務支援を行います。「巡回作業班」を設置

し、園地管理作業の支援と技術継承を行います。  

・構成団体Ａは西洋館、公園など、構成団体Ｂは弓道場の管理運営を担います。 

(2) 人員配置 

・代表統括責任者は、全公園の統括を行います。各公園には、統括施設長を配置し、公園

に属する各施設の統括を行います。また、各西洋館には館長を、弓道場には責任者を配

置し、それぞれの管轄における適切なマネジメントを行います。 

・専門性を活かした管理を行うため、西洋館の管理運営を担当する運営スタッフのほか、園地

スタッフ、弓道場スタッフを配置します。とくに弓道場は、安全・安心な利用と技術指導を

行うため、スタッフは、必要な有資格者を配置します。 

・代表統括責任者は防災士、統括施設長は上級、全スタッフは普通救命講習を修了しま

す。 

(3) 人材育成 

・「公園管理のプロを育てる」を到達目標に、人材育成に取り組みます。  

・研修は、①利用者対応・管理運営、②園地管理、③代表統括責任者、各施設責任者のマ

ネジメント力向上に関する各種研修を実施します。 

・各種マニュアルを整備し、全スタッフの業務の質を保ちます。 

・歴史的建造物等を有する公園で勤務するスタッフ育成のため、西洋館研修、文化財保護

研修を実施します。 

・目標管理制度、職員表彰制度により、スタッフの意欲向上を図ります。 

 

平成 31 年度人員配置表 

  ※（常）は常勤、（非）は非常勤 

  勤務体制等 

・26 名～32 名の勤務体制を基本とします。大規模作業やイベント開催時は増員体制としま
す。 

・常勤とは、１週間の所定労働時間（週 38.75時間）の 3/4（週 30時間）以上とします。 

職名 雇用 人数 職務内容 勤務日 

代表統括責任者 職員(常) 1名 全体統括、市との窓口（統括施設長兼務） 週 5 

統括施設長 職員(常) 3名 公園の業務全体統括（西洋館館長兼務） 週 5 

西洋館館長 職員(常) 5名 西洋館の責任者 週 5 

西洋館副館長 ﾊﾟｰﾄ(非) 16名 西洋館館長の代理 週 2.4 

運営スタッフ 職員(常) 

ﾊﾟｰﾄ(非) 

2名 

25名 
公園、施設の運営、受付 週 5 

週 2.4 

園地スタッフ 職員(常) 

ﾊﾟｰﾄ(常) 

3名 

7名 
公園、施設の植栽管理 週 5 

週 4 

夜間スタッフ ﾊﾟｰﾄ(非) 3名 有料施設（横浜市イギリス館）の夜間受付 週 2.4 

弓道場責任者 ﾊﾟｰﾄ(非) 1名 弓道場の責任者 週 2 

弓道場スタッフ ﾊﾟｰﾄ(非) 4名 弓道場の運営、受付 週 1.2 
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５ 市民サービスの向上や公園の魅力向上・利用促進（事業計画書様式３） 

(1)自主事業を含めた提案事業の方向性と狙いのまとめ 
ア 歴史と文化・芸術を融合した横浜山手ならではの魅力を創出するイベントを開催しま

す。 
・文化・芸術 4 大イベント（花と器のハーモニー、ハロウィンウォーク、世界のクリスマ
ス、横浜山手芸術祭）、サマーフェスティバル（コンサートや子ども向けイベント）、テ
ニス・弓道の歴史や文化にふれ、体験できるイベントを実施 

イ 私たちが蓄積してきた歴史資料や知識を活かし横浜山手の歴史を利用者に伝えます。 
・歴史を語り継ぐガイドツアー（各西洋館、山手公園、元町公園）、講座等（歴史講座、横
浜ものづくり講座、その他楽しく学べる取組み）を実施 

ウ 山手公園や各西洋館などの歴史的な節目を、地域とともに祝い、賑わいを創出します。 
・山手公園の開園 150 周年をはじめ、各西洋館の歴史の節目を契機とする「周年記念イベ
ント」を実施（平成 31年度は山手 111番館公開 20周年イベントを開催） 

エ 全国都市緑化よこはまフェアの成果を継承し、「バラ」をキーワードにガーデンネック
レスと連携し、花と緑による魅力を伝えます。 

・「ローズウィーク」イベントとして、山手イタリア山庭園にバラガイド、オープンガーデ
ンピクニックティー、ローズコンサート、アメリカ山公園・山下公園と連携したスタン
プラリー等を実施 

(2)市民サービス向上取組の考え方 
西洋館スタッフは、館主が大切なお客様をお招きするように、館を演出し、心に残る「お
もてなし」を行います。 
・日常的なテーブルコーディネートやフラワーアレンジメント、季節の装飾、毎月のコン
サートなどによるおもてなしを実施 

・その他、子育て支援イベント、西洋館ウエディング、西洋館マップの多言語版作成など
のユニバーサルサービス等を実施 

(3) 利用促進の取組利用者支援等の取組について 
事業計画書様式 5を基に、提案事項を実施 

(4)課題に対する公園運営改善策 
ア 山手公園ほか複数公園の一体的管理及び公園、施設の連携 
・各公園、施設が連携した文化・芸術 4大イベント、西洋館７館連携のガイドツアーの実  
 施 
・ローズウィーク開催週の植栽、12施設の管理を一体的に実施 
イ 横浜山手テニス発祥記念館の活用と山手公園の活性化 
・山手公園とテニス発祥記念館を巡る「山手公園ガイドツアー」の実施 
ウ 山手イタリア山庭園の花苗の育成計画及び植栽計画 
・「市民の憧れとなるような庭園」をコンセプトに植栽計画を立案、四季折々の魅力的な庭
園づくりの実施 

・テニスの日記念イベントにおける旧山手 68 番館とテニス発祥記念館が連携した特別展示
の実施 

エ 元町公園弓道場と園地の連携した取組み 
・「元町公園ガイドツアー」において、弓道場見学を実施 
・防災訓練の合同実施など安全対策の実施 
・施設の保守点検を連携して実施 
(5)広報・パブリシティ活用の取組み 
・旅行ガイドブック「ことりっぷ横浜山手」の発行、交通広告（鉄道沿線主要駅）、ＨＰ・
ＳＮＳ活用、マップ・パンフレットの発行、パブリシティの活用等、観光客から地域の
方まで幅広い情報発信を実施 

(6)利用者ニーズ把握の取組み 
・ホームページの広聴システム、「あんなこんな提案箱」、「西洋館ノート」等によりニーズ
を把握し、公園管理レベルの向上に取り組む 

・利用者の満足度は、年 1 回のアンケートにより把握し、満足度向上に取り組みます。ま
たアンケート結果は公表 
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（事業計画書様式３） 

１ 公園の維持管理業務の全体的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 公園施設の維持管理について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 園地管理について 

 

 

 

横浜山手の貴重な歴史的資産である西洋館や、美しい街並みを形成する緑を、良好な状態

で維持することで、サスティナブルツーリズムを実現し、後世へつなぎます。 

方針１ 歴史的建造物を良好な状態で保存 

・ 建物の個性を熟知したスタッフの目配りにより、異変を早期に発見、対応する予防保

全に取り組むことで、老朽化の速度を緩め長寿命化を図ります。 

・ 不具合は歴史的建造物の価値を損なわない工法で修復し、大きな破損や更なる劣化を

未然に防ぐとともに、展示効果を向上させます。 

方針２ 花と緑を守り育て魅力的な景観を保全 

・ スタッフは、緑が横浜山手の景観を特徴づける重要な役割を持つことを十分に理解

し、管理を行います。 

・ 植栽や公園施設の維持管理の一部の作業は、水準書以上に実施する計画を立て、良好

な景観を守り育てます。 

・ 近隣他施設との連携により、地域が一体となって花と緑の新たな魅力を創出し、「ガー

デンシティ横浜」を推進します。 

 

（１）歴史的建造物 
市「文化財保護条例」、「歴史を活かしたまちづくり要綱」などを踏まえ、適切に維持管理
を行います。歴史的建造物の修復や各施設のサインの改修は、（公財）横浜歴史資産調査会
と協働して取り組みます。 
・ 日常巡視・点検・清掃は、建物の個性を熟知したスタッフにより毎日実施 
・ 月例点検は、独自の「西洋館建物維持管理ハンドブック」に則り、建物点検を実施 
・ 定期点検は、歴史的建造物の移築や修復に実績を持つ業者や（公財）文化財建造物保

存技術協会と、建物点検を指定管理期間中各館 1回実施。各種設備点検は、水準書や
法令に則り、専門業者に委託して実施 

・ 定期清掃等は、市マニュアルに則り適切に実施 
・ 臨時点検・清掃は、気象警報発表時などに実施 
（２）調度品 
・ 積極的に修復や更新を実施。家具やステンドグラスは横浜マイスターなどの技能職者

により修復 
・ テニス発祥記念館の展示物は、（公社）横浜インターナショナルテニスコミュニティ

（YITC）と連携して維持管理 
（３）テニスコート・弓道場 
・ 山手公園テニスコートは、開場前に日常整備、休場日に定期整備を実施。台風等の前

後には、排水設備の点検・清掃を実施 

・ 元町公園弓道場は、日常整備として、開場前・昼・閉場時に安土の整形及び散水等を
実施。休場日に定期整備を実施（安土の定期整備は年 1回以上実施） 

（４）遊具 

・ 子どもの目線に立った目視点検、触る・揺らす・乗る・叩くによる日常点検を実施 

・ 点検を実施するスタッフは、（一社）日本公園施設業協会主催の遊具点検研修を受講 

長い歴史を重ねてきた緑の管理を担う責任を自覚し、観光地としての美観に配慮し、魅力
的な空間を演出する維持管理を行います。地域の花と緑を一体的に捉え、近隣他施設と協
力して更なる魅力向上に取り組み、横浜を代表する花と緑の拠点を作ります。 
ゾーン特性と観光地としての美観に配慮します。 
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４ 事故防止の取組、過去に発生した事故の改善策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 清掃、修繕、施設設備改修 

 

 

 

 

 

 

 

（１）過去に発生した事故の改善策 

園地の特徴や危険箇所の情報を記載した独自の「公園ハザードマップ」と、これに基づく

「巡視ルート図」を活用し、細やかな巡視・点検を徹底します。また、過去の点検結果や修

繕履歴を参照し、事故の防止に努めます。 

（２）作業時の安全確保 

・ 園路や公道、民家沿いの草刈作業は、飛散防止シート等を用いて養生 

・ カラーコーンや作業案内板の設置等により作業エリアを明確化し、作業者以外の立入り

を防止 

・ 管理用車両は、必ず通行許可証の掲示とハザードランプの点灯を行い、徐行による安全

運転を徹底するほか、必要に応じて誘導員を配置 

（３）作業者の安全確保 

・ 安全帯、ヘルメット、ゴーグル等の安全装備を徹底。機器の取り扱いに必要な特別教

育、安全衛生教育を実施。塩分、水分補給や休憩など、熱中症対策を指導 

（１）清掃 
・ 日常清掃は、お客様の利用頻度が高い場所を午前中の早い時間帯に実施。トイレは年末

年始を除き毎日こまめに清掃し、観光地に相応しいトイレを提供。花見やプール開場時
期には臨時清掃を実施しゴミの回収に注力。ギンナンによる汚れや悪臭は、洗浄等によ
り美化に努める。 

（２）修繕 
・ 歴史的建造物の修復は、専門業者により価値を損なわない工法で実施。過去の資料は各

館にて永年保管。履歴をデータベース化し、市の改修工事の際に資料として活用 

・ ベンチや柵等の修繕は、「山手まちづくり憲章」に配慮した仕様を採用 

 

（１）巡視、点検 

日常巡視・点検は、一日 2回実施。定期点検は、市公園施設点検マニュアルに基づき年 3回

の通常点検、年 1回の詳細点検を実施、また、独自に作成したチェックシートをもとに、月 1

回実施。特別巡視は気象警報発表時等に実施。園内灯点検を年 1回実施 

（２）植栽 

・ 山手イタリア山庭園が新たなバラの名所となるように育成管理します。横浜イングリッ

シュガーデンをアドバイザーとして招き、植栽デザインや育成管理について助言を受けま

す。 

・ サカタのタネグループへの生産委託を含めた花苗調達により、「市民の憧れとなるような

花壇」を維持管理します。 

・ 立地条件や西洋館の特徴を活かした市の設計コンセプトを念頭に、テーマ性のある多様な

花壇を維持します。植替えは水準書にとらわれない頻度で行い、常に色彩豊かな庭園とし

て美観を維持します。 

・ サクラは継続的に樹木医による調査を実施し、１本ごとに管理作業履歴をカルテに記録。

支柱やサポートロープの設置、樹勢回復治療により延命を図ります。 

・ 高所に枯枝がある場合、ロープワークの技術などにより樹形を損なわない剪定を行いま

す。 

・ 西洋館庭園の芝は、水準書以上にこまめに刈込み、適期の施肥や目土等によって密できれ

いな芝生を維持します。 

・ NPO法人自然への奉仕者・樹木医協力会による樹木診断や樹勢回復治療、スタッフ向け樹

木点検講習を実施します。また、横浜ばら会によるバラボランティアの指導、（一社）日

本ハンギングバスケット協会の協力によるハンギングバスケットの植替えを実施します。 
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（事業計画書様式４） 

１ 緊急時の対応、緊急時マニュアルの活用、各区防災計画との連動等 

 ・災害に備え、横浜市防災計画などに基づく、「災害対応マニュアル」を整備し、災害の状況に

応じた配備体制を構築 

・災害以外にも、事件・事故、重大な施設故障などに備え、市、警察、消防のほか、緊急対応事

業者の連絡網を整備し、迅速に対応 

・中区と「災害時等における施設利用の協力に関する協定」を締結するなど、協力関係を構築 

 
２ 災害対応について 

 ・歴史的建造物の倒壊、斜面地における倒木や土砂災害が想定されます。また、木造建築を守る

ため、防火対策には重点的に取り組み、観光客の避難誘導など、全施設で月 1 回様々な設定に

よる防災訓練を行います。 

 ・中区関係機関震災対策協議会、ヨコハマ元町震災協議会への参画、加賀町消防団、山手消防団

へ加盟します。 

 ・アメリカ山公園との合同防災訓練を実施します。 

・資機材を以下のとおり配備します。 

災害時優先電話、メガホン型翻訳機、職員用食糧・飲料水（3 日分）、携帯トイレ、土のう、発

電機、懐中電灯、手回し式ラジオ、ヘルメット、自転車、救護用品、汚物処理キットなど 

 

３ 犯罪や路上駐車等の不法行為対策について 

 ・館の防犯対策として、機械警備・非常通報押しボタンを導入します。 

 ・山手公園、元町公園のプール利用者は自転車利用が多いため、仮設駐輪場を設置します。 

 ・路上駐車対策として、山下公園駐車場と連携した割引サービスを行います。 

 ・無許可の商業撮影やマナーの悪い撮影者に対しては、スタッフが随時声掛けを行い、利用者指

導を行います。 

 

４ 個人情報保護について 

個人情報の保護に関する法律、横浜市個人情報の保護に関する条例に準じ、個人情報保護方針、

個人情報保護規程を整備しています。収集した個人情報は、これらに沿って、適切に管理し、

マイナンバーは、特定個人情報取扱規程に則り、適切に管理します。また、全スタッフには、

必ず年１回の個人情報保護研修を実施し、実績を市に報告します。なお、業務を委託する場合

は、同水準の管理を徹底します。 

 

５ 障害者差別解消について 

 ・市の「障がい者差別解消の推進に関する取組指針」を実践できるよう、人権啓発研修のテーマ

に障害者差別解消を取り入れます。 

・広報研修ではカラーバリアフリー、ウェブアクセシビリティの対応方法について教育します。 

・ウェブアクセシビリティ適合レベルＡＡへの準拠に向け（平成 31 年度末）、ホームページ改修

等を進めます。 
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６ 運営目標 

目標設定 

の視点 

運営目標 目指す 

管理指数・数値 

今後の取組 

（展望） 

業務運営１ 

（達成目標、

運営業務の実

施方針） 

ビジョン「サスティナブルツー
リズム」の実現のため、４つの
ミッションに取組みます。 

①横浜山手の歴史を保存し、後
世へつなぐ（歴史的資産の保
存と活用） 

②歴史と文化・芸術を融合した 

横浜山手ならではの魅力と価
値の創出 

③様々な人々が横浜山手の魅力
にふれる、賑わいの創出と
「おもてなし」 

④横浜山手の街並みを形成する
緑の景観の保全と、花と緑の
新たな魅力創出 

市のアンケート調査必

須項目「７.公園の満足

度 総合満足度」の向上 

（※初年度の満足度を
基準として、満足度の
向上を目指す） 

運営目標の達成に向
け、引き続き提案事
項を実施する。 

業務運営２ 

（利用者サー

ビスの向上、

利用者満足度

や利用者数の

増、利用しや

すさ向上） 

次のとおり事業を実施します。 

①歴史と文化・芸術を融合させ
た魅力創出による利用促進 

②歴史を語り継ぐ多様なガイド
ツアー・講座の開催 

③「周年記念イベント」の開催 

④山手・市域をガーデンネック
レスでつなぐ取組の実施 

⑤ 心に残る「おもてなし」の
実施 

①芸術 5 種 
スポーツ 5 種 

②10 種 
③ 1 種 
④ 6 種 
⑤15 種 
 

運営目標の達成に向
け、引き続き提案事
項を実施する。 

業務運営３ 

（人員配置、

緊急時対応計

画 、 防 犯 防

災 、 災 害 対

応） 

①代表統括責任者、統括施設長
他、西洋館、弓道場のスタッ
フなど、提案人員を配置 

②代表統括責任者は防災士取
得、統括施設長は上級・全ス
タッフは普通救命講習を修了 

③災害対応マニュアル・緊急連
絡網の配備 

④情報受伝達、非常時参集、防
災訓練の実施 

⑤災害時優先電話、資機材の配 

 備 

①提案人員の配置 

②資格取得、講習修了 

③配備完了 

④各１回 

⑤配備完了 

運営目標の達成に向
け、引き続き提案事
項を実施する。 

人材育成 

研修実施効果

等 

提案した研修を次のとおり実施 
します。 
①利用者対応、管理運営に関す
る研修…接遇、西洋館基礎研
修ほか９種類 

②園地管理に関する研修…公園
施設点検ほか５種類 

③管理職研修…パークマネジメ
ントほか４種類 

①各１回 

②各１回 

③各１回 

 

 

 

運営目標の達成に向
け、引き続き提案事
項を実施する。 
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維持管理１ 

（施設の保守

管理、補修計

画） 

本様式３－２（１）～（６）に
記載した内容を実施（ここで
は、項目のみ記載）。 
（１）歴史的建造物 
（２）調度品 
（３）スポーツ施設 
（４）遊具 
（５）園内灯・ベンチ・サイン

などその他施設 
（６）備品 

・本様式３－２（１）

から（６）に記載し

た回数の他、維持管

理基本水準書を目安

とする。 

運営目標の達成に向
け、引き続き提案事
項を実施する。 

維 持 管 理 ２

（清掃、園地

維持管理、災

害対応） 

本様式３－３～５各項目に記載
した施策を実施（ここでは項目
のみ記載）。 
３－３ 
（１）巡視、点検（２）植栽 
３－４ 
（１）過去に発生した事故の改

善策 
（２）作業時の安全確保 
（３）作業者の安全確保 
３－５ 
（１）清掃（２）修繕 

・本様式３－３から 5

各項目に記載した施

策の実施（回数が明

記してあるものはそ

の回数）の他、維持

管理基本水準書を目

安とする。 

運営目標の達成に向
け、引き続き提案事
項を実施する。 

収支 

修 繕 等 、 収

入、支出） 

①提案時の収支計画に基づき、
予算執行を実施 

②質の高い管理運営を継続的か
つ安定的に行うため、適切な
人件費を計上 

③歴史的建造物などの維持管理
は、従来の経験を活かし、長
寿命化する修繕を適切に立案
し、実施するための経費を計
上 

④創意工夫し限られた経費で幅
広い年代の利用者が楽しめる
自主事業を実施 

⑤調度品の更新などに使用する
財源の確保 

①収支均等による着実

な収支管理 

②人員配置計画の遵守 

③修繕費 10,035 千円 

④自主事業費 16,918

千円 

⑤「西洋館募金」の 

通年設置 

提案時の収支計画に
基づき、適切な収支
管理に取り組みま
す。 

 

経費節減策 

 

園地管理用資材、消耗品等の一

括購入 

一括購入の実施 運営目標の達成に向
け、引き続き提案事
項を実施する。 

※利用料金設定の考え方 

利用料金額の上限は横浜市イギリス館、山手公園テニスコートの既存有料施設は従前どおり、新
規有料施設となる西洋館ギャラリー等については利用料金を設定し、以下の通りにします。 

（料金設定） 

横浜市イギリス館：（ホール）5,000 円/日、（集会室）1,500 円/半日、 

ブラフ 18 番館（ホール及びギャラリー）、エリスマン邸（地下ホール、ラウンジ）、山手 111 番館
（ギャラリー）、山手 234 番館（ギャラリー）3,000 円/日または 1,500 円/半日、 

山手 234 番館（レクチャールーム）：2,600 円/日または 1,300 円/半日、 

山手 234 番館（会議室）：1,000 円/日または 500 円/半日（ギャラリーは６日単位のみで、半日利用
は不可。半日単位の時間は 9 時 30 分～13 時及び 13 時 30 分～17 時） 

山手公園（テニスコート）：2,200 円/１面 2 時間 

元町公園弓道場：130 円/時間【貸切の場合】日曜・祝祭日 10,800 円/日（4,200 円/午前、6,600 円/

午後）、平日・土曜 6,900 円/日（2,700 円/午前、4,200 円/午後） 

※有料の催しなどで使用する場合は上記提案料金の２倍の額とします。 

※有料施設の詳細な利用方法は、要綱を定め、各施設の受付やＨＰに公開します。 
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（事業計画書様式５） 

提案事業実施計画一覧（自主事業含む） 

No 事業名 実施内容 
回 

数 

実施予定時期 

（四半期ごと） 

１ ２ ３ ４ 

1 

文
化
・
芸
術 

花と器のハーモニー 
西洋館を花と器で美しく装うとと
もに花育や体験講座を実施 1 ●    

2 ハロウィンウォーク 
仮装をして巡るスタンプラリーや
仮装コンテスト、館内装飾を実施 1   ●  

3 世界のクリスマス 

館ごとにテーマ国を設定し、装飾
と文化を紹介。あわせてキャンド
ルガーデンやイルミネーション、
コンサートなどを実施 

1   ●  

4 横浜山手芸術祭 

市民や地域の人々が主役となり、
様々なアートで山手を彩る芸術
祭。児童・学生の美術作品展示
や、文化財保護研修の実施 

1    ● 

5 
サマーフェスティバ
ル 

コンサートや子ども向けのおしご
と体験、ペーパークラフト教室、
花火大会時のオープンガーデンな
どを実施 

1  ●   

6 

 

テニスの日記念イベ
ント 

テニス発祥の歴史を学び、初心者
教室等体験できるイベントを実施 1  ●   

7 
テニスステップアッ
プレッスン 

レベルアップのための短期テニス
レッスンを実施 2  ●   

8 
初心者向けの弓道講
習会 

弓道の射技・基本動作をわかりや
すく指導 

通
年 ● ● ● ● 

9 
技術向上のための弓
道研修会 

礼記・射義、射法訓の唱和、射技
研修を実施 

通
年 ● ● ● ● 

10 弓道場見学会 元町公園ガイドツアー内で、弓道
場を紹介 4 ● ● ● ● 

11 

講
座
・
ガ
イ
ド 

館内ガイド 
館の由来や特徴などのガイドや、
非公開エリアの限定公開を実施 

通
年 ● ● ● ● 

12 
西洋館をめぐる散策
ガイドツアー 

横浜山手を象徴するスポットを専
属のガイドが案内 

2 
   ● ● 

13 

 

元町公園ｶﾞｲﾄﾞﾂｱ- 
公園の由来や歴史的な魅力を伝え
るガイドツアーを実施 

4 ● ● ● ● 
山手公園ｶﾞｲﾄﾞﾂｱｰ 
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14 横浜山手歴史講座 
歴史の変遷、建築、文化など幅広
いテーマの講座を開講 

2   ●  

15 横浜ものづくり講座 
元町商店街の店主や横浜マイス
ターなどによる講座を実施 1    ● 

16 
「教育旅行 in 横浜」
学習プログラム 

（公財）横浜観光コンベンショ
ン・ビューローと連携し、修学旅
行向けのプログラムを提供 

通
年 

● ● ● ● 

17 
西洋館・テニスの歴
史クイズ 

歴史や各館の注目スポットについ
て学べるクイズを実施 

通
年 ● ● ● ● 

18 
ベ ー リ ッ ク フ ェ ス
ティバル 

寄宿舎時代のベーリック・ホール
の歴史を期間限定で紹介 

1   ●  

19 
旧山手 68 番館の展示
コーナー 

山手公園の歴史を紹介する展示
コーナーを常設 

通
年 

● ● ● ● 

20 
周
年 

山手 111 番館公開 20
周年イベント 

シンポジウムや記念コンサートな
どを実施 

1    ● 

21 

 
 

 

山
手
ロ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク 

山手イタリア山庭園
バラガイド 

イタリア山庭園内のバラを中心に
ガイドを実施 

2 ●    

22 バラ散策マップ 
イタリア山庭園内のおすすめのバ
ラを紹介するマップを作成 

1 ●    

23 
バラの拠点をめぐる
スタンプラリー 
 

西洋館と山下公園、アメリカ山公
園を巡るスタンプラリーを実施 
※ガーデンネックレス横浜実行委
員会主催「横浜ローズウィーク」
の事業と内容が重なることから、
みどりアップ推進課と協議の上、
提案書から内容を一部変更 

1 ●    

24 
オープンガーデンピ
クニックティー 

「ローズウィーク」にイギリス館
前庭を特別公開して開催 

1 ●    

25 ローズコンサート 
イギリス館前庭のバラが香る季節
にコンサートを実施 

2 ●    

26 秋の寄せ植え講座 秋バラの時期に合わせた寄せ植え
講座を実施 

1   ●  

27 

お
も
て
な
し 

館内装飾 
日常的な装飾に加え、四季折々の
装飾を実施 

6 ● ● ● ● 

28 山手公園七夕飾り 
近隣小学校等に参加を呼びかけ、
七夕の飾りつけを実施 

1  ●   

29 西洋館コンサート 
毎月様々なジャンルのコンサート
を開催（外交官の家、イギリス館
除く） 

通
年 ● ● ● ● 

30 
ヒ マ ラ ヤ ス ギ コ ン
サート 

近隣中学校のマーチングバンドに
よるコンサートを実施 

1    ● 

31 西洋館ウエディング 
西洋館をウエディングの会場と
し、イギリス館では「ナイトウェ
ディング」の会場としても活用 

通
年 ● ● ● ● 

32 レセプション会場 
イギリス館やベーリック・ホール
を活用してサービスを実施 

通
年 ● ● ● ● 

33 
ギャラリーなどの貸
出 

有料施設として公平・公正な利用
調整とサービス提供を行い運用 

通
年 ● ● ● ● 
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34 

 

施設空き状況の情報
提供 

西洋館の有料施設及び弓道場の空
き状況を HP上で情報提供 

通
年 ● ● ● ● 

35 
ユニバーサルサービ
ス 

西洋館マップの多言語版を作成。
HP はウェブアクセシビリティ適
合レベル AA に準拠。園内サイン
の多言語表記やピクトグラム導入
等 

通
年 ● ● ● ● 

36 飲食・物販サービス 
西洋館喫茶室の営業。オリジナル
グッズや季節限定商品等の販売 

通
年 
 

● ● ● ● 

37 駐車場割引サービス 
山下公園駐車場と連携し、割引
サービスを実施 

通
年 

● ● ● ● 

38 
飲料自動販売機の設
置 

旧山手 68 番館及び山手 234 番館
に飲料自動販売機を設置 

通
年 

● ● ● ● 

39 仮設駐輪場の設置 
山手公園、元町公園に仮設駐輪場
を設置 

通
年 

● ● ● ● 

40 
貴重品用コインロッ
カーの設置 

テニス利用者向けに貴重品用コイ
ンロッカーを設置 

1    ● 

41 
団体利用時の利用調
整 

混雑緩和と施設の負荷を軽減する
ため適切な利用調整を実施 

通
年 ● ● ● ● 

42 

44 

観光タクシーの駐車
場所 

山手 234 番館前庭スペースを駐車
場所に活用 

通
年 ● ● ● ● 

43 

 

 
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン 

ことりっぷ横浜山手 
周辺地域の内容を盛り込んだガイ
ドブックの発行 

通
年 ● ● ● ● 

44 交通広告 
沿線主要 50駅にてポスター掲
出、パンフレット配架及びバスの
車内広告の掲出 

2 ●  ●  

45 
沿線地域合同プロ
モーション 

みなとみらい線沿線の観光プロ
モーションの実施 

1   ●  

46 パブリシティの活用 
記者発表・取材協力などを通じた
マスメディアへの露出の努力 

通
年 ● ● ● ● 

47 HP、SNS 

PC・スマホに応じて自動変換する
HPの整備。SNSによるイベント情
報等の発信。ウェブアクセスビリ
ティー適合レベル AAに準拠 

通
年 ● ● ● ● 

48 観光施設の相互 PR 
横浜イングリッシュガーデンなど
と連携 PRを実施 

通
年 ● ● ● ● 

49 
横浜山手西洋館マッ
プ 

横浜山手西洋館マップの発行、配
布 

通
年 ● ● ● ● 

50 元町公園マップ 
公園施設の概要を説明した元町公
園マップの発行、配布 

通
年 ● ● ● ● 
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51 

 

広報よこはまの活用 
行政広報を活用し、イベント及び
講座情報の発信 

通
年 

● ● ● ● 

52 山手通信 
独自媒体によるイベント及び周辺
地域の情報を発信 

６ ● ● ● ● 

53 季刊誌みどり 
独自媒体による施設紹介及びイベ
ント情報の発信 

4 ● ● ● ● 

54 

 

市
民
協
働 

ヨコハマ元町震災協
議会への参画 

毎月、協議会に参画し、協力体制
を構築 

通
年 ● ● ● ● 

55 
中区関係機関震災対
策協議会への参画 

年 2 回、協議会に参画し、協力体
制を構築 

2  ●  ● 

56 消防団への加盟 
地域の消防団へ加盟、地域の防火
活動に協力 

通
年 

● ● ● ● 

57 避難訓練コンサート 
コンサートを利用した体験型・参
加型の訓練の実施 

1   ●  

58 

 

山手ミーティング 
４大イベントによる地域活性化な
ど、地元町内会との協議・調整 

1    ● 

59 
観光向けガイドプロ
グラムの開発 

観光利用の視点から専門家の監修
を受け、内容の充実を推進 

1 ●    

60 
「よこはま緑のまち
づくり基金」募金箱
設置 

市内の緑化推進や環境保護等に寄
与する募金活動を実施 

通
年 ● ● ● ● 

61 西洋館募金 
調度品の更新などに使用する財源
確保のため各館に設置 

通
年 ● ● ● ● 

62 デジタルサイネージ 
安全上、非公開となっているエリ
アについて紹介 

1    ● 

63 ブラフアーカイブス 
収集・調査・蓄積してきた歴史資
料の公開 

通
年 ● ● ● ● 

64 
次世代の地域人材の
育成 

館長による横浜山手の歴史のお
話、西洋館オリジナルワークシー
トの提供、マナー啓発ポスターの
作成・掲出、樹名板作り 

2  ●  ● 

65 
シティガイド協会へ
の協力 

開港５都市景観まちづくり会議へ
の協力 

1   ●  

66 
そ
の
他 

地域への協力 
（ブラフ 18番館） 

地元町内会に向けた時間外の有料
施設貸し出しを実施 

通
年 ● ● ● ● 
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（事業計画書様式６） 

業務の第三者委託一覧   

業務 内容 再委託会社 年回数 実施月 備考 

機械警備 西洋館 7館・ﾃﾆｽ発祥記念館 H30年度中に見積合わせ 通年 通年  

廃棄物収集・運搬・
処分 

西洋館 7館・弓道場 H30年度中に見積合わせ 通年 通年  

建物定期清掃 ｶﾞﾗｽ・床・高所など H30年度中に見積合わせ 1回～2回 通年  

ﾋﾟｱﾉ保守・調律 西洋館 6館 H30年度中に見積合わせ 
2 回～12
回 

通年  

元町公園ﾏｯﾌﾟ制作 ﾏｯﾌﾟのﾃﾞｰﾀ制作 H31年度中に見積合わせ 1回 通年  

ことりっぷ横浜山手
制作 

ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸの制作 昭文社 1回 通年  

ﾃﾆｽ発祥記念館展示 
ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 

展示物のﾒﾝﾃﾅﾝｽ・展示替え等 
(公社)横浜ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾃﾆｽｺ
ﾐｭﾆﾃｨ 

10回 通年  

西洋館建物点検 西洋館 1～2館 H31年度中に見積合わせ 1回 7月  

空調機ﾌｨﾙﾀｰ清掃 西洋館 7館・ﾃﾆｽ発祥記念館 H31年度中に見積合わせ 1回 2月  

空調設備保守点検 西洋館 4館の GHP保守点検 東京ｶﾞｽ株式会社 通年 通年  

消防設備保守点検 
西洋館 7 館・ﾃﾆｽ発祥記念館・
旧山手 68番館・弓道場 

H31年度中に見積合わせ 2回 
9月 
2月 

 

便所清掃 公園ﾄｲﾚの日常清掃 Green Job Support 
359回～ 
365回 

通年  

樹木医委託 
樹木診断・技術指導・樹勢回
復 

NPO法人自然への奉仕者・
樹木医協力会 

1回 未定  

夜間緊急対応 24時間 365日対応のｺｰﾙｾﾝﾀｰ H30年度中に見積合わせ 随時 通年  
ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ駆除 ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁの巣の駆除 H31年度中に見積合わせ 随時 随時  

園地管理 高所、急傾斜地、緊急時 横浜市ｸﾞﾘｰﾝ事業協同組合 随時 通年  

公園清掃 元町公園花見時等 H30年度中に見積合わせ 随時 通年  

水景施設清掃 
元町公園・山手ｲﾀﾘｱ山庭園流
れの高圧洗浄、設備点検 

H30年度中に見積合わせ 6回 
5 ･ 7 ･ 8 ･
10 ･ 11 ･ 3
月 

 

雨水排水管等清掃 
西洋館周囲の雨水排水管等の
高圧洗浄 

H31年度中に見積合わせ 1回 1月  

園内灯設備保守点検 
園内灯設備・低圧分電盤の年
次点検、不点時の対応 

H30年度中に見積合わせ 1回 通年  

放送設備保守点検 屋内外放送設備の点検 H30年度中に見積合わせ 1回 通年  

一般廃棄物収集・運
搬・処分 

園地管理や日常清掃に伴う一
般廃棄物の収集・運搬・処分 

H30年度中に見積合わせ 通年 通年  

産業廃棄物収集・運
搬・処分 

園地管理や日常清掃に伴う産
業廃棄物の収集・運搬・処分 

H30年度中に見積合わせ 通年 通年  

調度品清掃 ｴﾘｽﾏﾝ邸・ﾌﾞﾗﾌ 18番館 H31年度中に見積合わせ 1回 未定  
山手ｲﾀﾘｱ山庭園ｶﾞｰﾃﾞ
ﾝｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 

植物管理に関する助言、指導 横浜ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭｶﾞｰﾃﾞﾝ 50回 通年  

水景施設水質検査 元町公園・山手ｲﾀﾘｱ山庭園 H31年度中に見積合わせ 1回 7月  

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ 
講座の講師、館内展示ｻｲﾝ修繕
等への考証・助言(旧山手 68番
館他) 

(公社)歴史資産調査会 
NPO法人横浜山手ｱｰｶｲﾌﾞｽ 

5～7回 通年  

ガイドツアー監修 山手・元町公園ガイドツアー NPO法人横浜ｼﾃｨｶﾞｲﾄﾞ協会 1回 4～6月  

旧山手 68番館展示ﾊﾟﾈ
ﾙ製作 

歴史を紹介する展示ﾊﾟﾈﾙ製
作、設置 

H31年度中に見積合わせ 1回 6月  

ｼｬｯﾀｰ保守点検 弓道場 H31年度中に見積合わせ 1回 未定  

安土補修 弓道場安土 H31年度中に見積合わせ 1回 未定  

整形花壇植替え 山手ｲﾀﾘｱ山庭園 ｻｶﾀのﾀﾈｸﾞﾘｰﾝｻｰﾋﾞｽ㈱ 4回 通年  

 



(単位：円）

当初予算額 補正額 予算現額 決算額 差引 説明 提案書費目

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ=Ａ＋Ｂ） （Ｄ） （Ｃ－Ｄ）

169,110,000 0 169,110,000 0 169,110,000

21,361,000 0 21,361,000 0 21,361,000

16,129,000 0 16,129,000 0 16,129,000

874,000 0 874,000 0 874,000

405,000 0 405,000 0 405,000

207,879,000 0 207,879,000 0 207,879,000

当初予算額 補正額 予算現額 決算額 　差引 　説明 提案書費目

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ=Ａ＋Ｂ） （Ｄ） （Ｃ－Ｄ）

110,114,000 0 110,114,000 0 110,114,000

給与・賃金 92,699,000 0 92,699,000 0 92,699,000
旅費交通費欄以下の経費を便宜的に
分割（リアルではない）

人件費

社会保険料 8,294,000 0 8,294,000 0 8,294,000 人件費

通勤手当 8,989,000 0 8,989,000 0 8,989,000
給与・賃金総額から便宜的に分割
（リアルではない）

人件費

健康診断費 132,000 0 132,000 0 132,000 人件費

勤労者福祉共済掛金 0 0 0 0 0 人件費

退職給付引当金繰入額 0 0 0 0 0 人件費

10,455,000 0 10,455,000 0 10,455,000

346,000 0 346,000 0 346,000 物件費

6,408,000 0 6,408,000 0 6,408,000 物件費

22,000 0 22,000 0 22,000 物件費

1,215,000 0 1,215,000 0 1,215,000 物件費

1,528,000 0 1,528,000 0 1,528,000

（横浜市への支払い分） 0 0 0 0 0 物件費

（その他） 1,528,000 0 1,528,000 0 1,528,000 物件費

285,000 0 285,000 0 285,000 物件費

0 0 0 0 0 物件費

112,000 0 112,000 0 112,000
その他経費に丸められているため、
便宜的に1万円を移動（リアルではな

物件費

82,000 0 82,000 0 82,000
その他経費に丸められているため、
便宜的に5万円を移動（リアルではな

物件費

0 0 0 0 0
現在は本部経費からで支出している
ため、便宜的に1万円を移動（リアル

物件費

432,000 0 432,000 0 432,000 物件費

0 0 0 0 0 物件費

25,000 0 25,000 0 25,000 物件費

16,918,000 0 16,918,000 0 16,918,000 自主事業費

137,487,000 0 137,487,000 0 137,487,000 人件費、事務費、自主事業費の合算

10,984,000 0 10,984,000 0 10,984,000

6,526,000 0 6,526,000 0 6,526,000
光熱水費は、H30予算では個別計上し
ていないため、仮に4等分して計上

光熱水費

2,384,000 0 2,384,000 0 2,384,000 光熱水費

1,037,000 0 1,037,000 0 1,037,000 光熱水費

1,037,000 0 1,037,000 0 1,037,000 光熱水費

9,153,000 0 9,153,000 0 9,153,000 うち委託料 9093000円（予算） 委託料・物件費

10,035,000 0 10,035,000 0 10,035,000 修繕費

3,105,000 0 3,105,000 0 3,105,000 うち委託料 3105000円（予算） 委託料・物件費

31,175,000 0 31,175,000 0 31,175,000

840,000 0 840,000 0 840,000 うち委託料 840000円（予算） 委託料・物件費

506,000 0 506,000 0 506,000 うち委託料 506000円（予算） 委託料・物件費

1,100,000 0 1,100,000 0 1,100,000 うち委託料 1100000円（予算） 委託料・物件費

70,000 0 70,000 0 70,000 うち委託料 70000円（予算） 委託料・物件費

28,659,000 0 28,659,000 0 28,659,000 うち委託料 27290000円（予算） 委託料・物件費

0 0 0 0 0 物件費

85,000 0 85,000 0 85,000

0 0 0 0 0 物件費

0 0 0 0 0 物件費

0 0 0 0 0 物件費

85,000 0 85,000 0 85,000 物件費

3,300,000 0 3,300,000 0 3,300,000

3,300,000 0 3,300,000 0 3,300,000 その他の費用

0 0 0 0 0 その他の費用

2,555,000 0 2,555,000 0 2,555,000 物件費

207,879,000 0 207,879,000 0 207,879,000

0 0 0 0 0

15,286,000 0 15,286,000 0 15,286,000 駐車場、自販機、喫茶室委託手数料

17,041,000 0 17,041,000 0 17,041,000 人件費、管理許可使用料　等

-1,755,000 0 -1,755,000 0 -1,755,000　差額

　その他経費（当該施設分）

　支出合計

　差額

（参考）指定管理料外の経費

　設置管理許可収入合計

　設置管理許可支出合計

事務経費（当該施設分）

電気設備保守

害虫駆除清掃保守

その他保全費・園地管理

　共益費（合築等の場合）

　公租公課

公租公課（事業所税）

公租公課（消費税）

公租公課（印紙税）

その他公租公課

　事務経費

事務経費（本部分）

消防設備保守

　機械警備費

　施設保全費

　管理費総合計

　光熱水費合計

光熱水費（電気）

光熱水費（ガス）

光熱水費（水道）

空調衛生設備保守

　自主事業費

会議賄い費

印刷製本費

使用料及び賃借料

備品購入費

図書購入費

施設責任賠償保険

職員等研修費

振込手数料

リース料

手数料

地域協力費

光熱水費（下水道）

　清掃費

　修繕費

　支出の部

　人件費

　事務費

旅費

消耗品費

　科目

科目

　収入の部

　指定管理料

　利用料金収入

　自主事業収入

　雑入

　その他雑入

　収入合計

soumu-191
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 (事業計画書様式７)
　収支予算書（指定管理料のみ）
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